
南部汚泥資源化南部汚泥資源化センターセンター
汚泥汚泥消化タンク消化タンクのの耐震補強耐震補強



９処理区
１１水再生センター

汚泥の集約処理
・北部汚泥資源化センター
・南部汚泥資源化センター

１．本市の下水道施設１．本市の下水道施設
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２．航空写真２．航空写真

南部汚泥資源化センター 金沢区幸浦一丁目９番地

卵形消化タンク

金沢水再生センター

金沢シーサイドライン
首都高速湾岸線

東京湾岸道路（国道357号線）

資源循環局
金沢工場

富
岡

川

←金沢八景
並木中央駅 並木北駅 新杉田→

1010系系

2020系系

Ｎ

3030系系

卵形消化タンク卵形消化タンク



３．施設概要３．施設概要

上部連絡橋下部平面図

内杭２１本
中杭２８本
外杭３５本
計 ８４本

上杭：16mm
7.0～9.5m

下杭：9,12mm
2.5～20m

消化タンク
(30系)杭伏図

消化タンク
( 30系)
断面図

鋼管杭φ700

消化ガス引抜管

投入汚泥管

攪拌機
消化汚泥管

２１２００



４４--１１ 大規模地震時におけるライフラインの機能確保大規模地震時におけるライフラインの機能確保
４．事業の必要性（１）４．事業の必要性（１）

下
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下水 公共用水域

汚泥

焼却灰

最初沈殿池最初沈殿池

反応タンク反応タンク

最終沈殿池最終沈殿池

受泥受泥 濃縮濃縮 消化消化 脱水脱水 焼却焼却

受泥 濃縮

焼却

脱水

消化

消化タンクを消化タンクを
経由しない経由しない

不衛生で取り扱
いが難しい、産業
廃棄物が大量に
発生の恐れ

脱水しきれない
濃縮後汚泥

焼却しきれない
脱水ケーキ

大規模地震時大規模地震時
にもライフラインにもライフライン
の機能を確保すの機能を確保す
るため、卵形消るため、卵形消
化タンクの耐震化タンクの耐震
化が必要です。化が必要です。



５．５．耐震診断の概要耐震診断の概要((１）１）
５５--１１ 耐震診断の概要（１）耐震診断の概要（１）
５．１．１５．１．１ 構造分類構造分類

ⅠⅠ－２類－２類 円筒形水槽構造物円筒形水槽構造物

５．１．２５．１．２ 構造概要構造概要

構造種別構造種別::プレストレストコンクリート造プレストレストコンクリート造

基礎種別基礎種別::直接基礎、杭基礎直接基礎、杭基礎

受台基礎

(直接基礎)

受台基礎

鋼管杭

リング基礎

鋼管杭

1010系系 2020系系 3030系系

土壌脱臭床

１０系１０系３０系３０系

２０系２０系

Ｎ



５．５．耐震診断の概要（２）耐震診断の概要（２）
５５--１１ 耐震診断の概要（２）耐震診断の概要（２）
５．１．３５．１．３ 耐震計算及び照査耐震計算及び照査

○応力度等を求める方法：震度法○応力度等を求める方法：震度法

○部材の安全を確かめる方法：許容応力度法○部材の安全を確かめる方法：許容応力度法((レベルレベル11地震動地震動))
限界状態設計法限界状態設計法((レベルレベル22地震動地震動))

X

Y

X

Y

Z

MATERIAL

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

軸対称軸対称FEMFEM応答解析モデル応答解析モデル(30(30系消化タンク系消化タンク))



５．５．耐震診断の概要（３）耐震診断の概要（３）
５５--１１ 耐震診断の概要（３）耐震診断の概要（３）
５．１．４５．１．４ 躯体の耐震診断概要躯体の耐震診断概要

照査部位照査部位 側壁・円錐部側壁・円錐部 フーチング部フーチング部

耐震診断耐震診断
結結 果果

1010系系 ○○ ○○

2020系系 ○○ ○○

3030系系 ○○ ○○

５．１．５５．１．５ 躯体躯体 診断結果診断結果

受台基礎

(直接基礎)

受台基礎

鋼管杭

リング基礎

鋼管杭

10系 20系 30系

レベル１地震動：レベル１地震動：
現行指針に基づき設定現行指針に基づき設定

レベル２地震動：レベル２地震動：
現行指針に基づき設定現行指針に基づき設定
(1995(1995年の兵庫県南部年の兵庫県南部

地震の経験から指針が地震の経験から指針が
19971997年に改訂され、新年に改訂され、新
たに設定された）たに設定された）



５．５．耐震診断の概要（４）耐震診断の概要（４）
５５--１１ 耐震診断の概要（４）耐震診断の概要（４）
５．１．６５．１．６ 杭基礎の耐震診断概要（１）杭基礎の耐震診断概要（１）

レベル１地震動：現行指針に基づき設定レベル１地震動：現行指針に基づき設定
レベル２地震動：レベル２地震動：現行指針に基づき設定現行指針に基づき設定

((南関東地震動を入力した動的解析による水平震度南関東地震動を入力した動的解析による水平震度
も考慮も考慮))

○基礎設計用荷重算定○基礎設計用荷重算定((ＣＣＳＳ=1.0)=1.0)の場合の場合
2020系：Ｋ系：Ｋｈｆｈｆ--２２＝Ｃ＝ＣＳＳ××ＫＫｈ０２ｈ０２== １．０１．０××０．６＝０．６０．６＝０．６ ((ⅢⅢ種地盤、一般構造物種地盤、一般構造物))
3030系：Ｋ系：Ｋｈｆｈｆ--２２＝Ｃ＝ＣＳＳ××ＫＫｈ０２ｈ０２== １．０１．０××０．９＝０．９０．９＝０．９ ((ⅡⅡ・・ⅢⅢ種地盤、特殊構造物種地盤、特殊構造物))

((参考参考)FEM)FEM解析による水平震度と設計水平震度解析による水平震度と設計水平震度

レベル１地震動レベル１地震動 レベル２地震動レベル２地震動

採用値採用値 FEMFEM
解析解析

採用値採用値

設計時設計時 0.20.2 －－ －－

2020系系 0.2640.264 0.550.55 0.600.60

3030系系 0.2640.264 0.810.81 0.900.90
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FEM解析ﾓﾃﾞﾙ(30系)



５．５．耐震診断の概要（５）耐震診断の概要（５）
５５--１１ 耐震診断の概要（５）耐震診断の概要（５）
５．１．７５．１．７ 診断結果診断結果

照査部位照査部位 杭とフーチングの結合部杭とフーチングの結合部 基礎杭基礎杭

耐震診断耐震診断
結果結果

2020系系 ○○ ××

3030系系 ○○ ××

＜杭とフーチングの結合部＞＜杭とフーチングの結合部＞

①①現行指針の結合方法と同等現行指針の結合方法と同等

②②照査内容照査内容

押込み力、水平力及びモーメン押込み力、水平力及びモーメン

トト

杭とフーチングの結合部杭とフーチングの結合部
(30(30系消化タンク系消化タンク))



卵形消化タンクの耐震性

５．５．耐震診断の概要（６）耐震診断の概要（６）

必要最低限必要最低限の下水道機能を確保の下水道機能を確保

当面は当面は９槽のうち６槽９槽のうち６槽の耐震性をの耐震性を
確保確保

２０系３槽又は３０系３槽を補強２０系３槽又は３０系３槽を補強

５５––２２ 補強対象の選定（１）補強対象の選定（１）

耐震性能あり耐震性能不足

１０系

２０系

３０系

耐震性能不足

Ｎ



２０系：発生応力が許容値の２０系：発生応力が許容値の１．１倍１．１倍＜＜ ３０系：３０系：１．５倍１．５倍

∴∴当面は９槽のうち６槽を確保するため、当面は９槽のうち６槽を確保するため、３０系３槽３０系３槽を補強する予定を補強する予定

５．５．耐震診断の概要（７）耐震診断の概要（７）
５５––２２ 補強対象の選定（２）補強対象の選定（２）

杭頭付近の地盤反力を増強することにより、杭頭付近の地盤反力を増強することにより、

地震時水平力に対し杭の耐震性を確保する地震時水平力に対し杭の耐震性を確保する

基本的な考え方基本的な考え方



補強工法の概要

一軸圧縮強度
qu=100kN/m2 (N=8
相当)以上

4.5ｍ

3.0ｍ

流動化処理土での置換による
地盤バネ(水平方向地盤反力

係数KH)の増加

均しコンクリート
（Fc＝18N/mm2）1.5ｍ

６６．．基礎杭の補強方法



掘削及び切梁支保
流動化処理土及び
発生土による埋戻し

7.5m
-4.400M

TP+3.100 TP+3.100

-4.400M

-1.400M

流動化処理土
による埋戻し

発生土埋戻し

3.0ｍ

4.5ｍ

７７．．基礎杭の補強方法（２）（２）



鋼矢板設置鋼矢板設置

８８．補強工事状況．補強工事状況 （１）（１）



11次・次・22次掘削次掘削

８８．補強工事状況．補強工事状況 （２）（２）



33次掘削次掘削

８８．補強工事状況．補強工事状況 （３）（３）



流動化処理土埋戻流動化処理土埋戻

８８．補強工事状況．補強工事状況




